
 

第３８回 町長定例記者会見 

 

■開催日時  令和４年１２月６日（火）午後４時００分～ 

■開催場所  遠軽町役場３階大会議室 

■記 者 数  ４人 

        

報道機関の皆様におかれましては、日頃より町政など地域の情報を町民にお届けいただき、

心からお礼申し上げます。 

それでは、今回の議題についてご説明申し上げます。 

 

■「北海道白滝遺跡群出土品」国宝の指定に関する答申について 

 １１月１８日に開催された国の文化審議会において、重要文化財「北海道白滝遺跡群出土

品」を国宝に指定することについて、文部科学大臣に答申しました。 

北海道では函館市の中空土偶に続く２例目であり、国内最古の国宝指定となります。旧石器時

代を代表する考古資料として学術的価値が評価されたことは非常に栄誉あることであり、誠に

感慨深いものがあります。 

国宝指定の答申を受け、１１月１９日と２０日に埋蔵文化財センターで特別無料開館を実施

したところ、町内外より多くの皆様にご来場いただきました。 

今後も遠軽町が取り組む白滝ジオパークと連携を図りながら、観光振興、地域活性化の新た

な起爆剤として、持続可能な地域づくりに活かしていきたいと考えております。 

また、来年７月には本町にて世界の研究者が集う「国際黒曜石会議」を開催する運びとなっ

ております。この日本の宝の価値を、国内はもとより、世界中の方々に広く知っていただく絶

好の機会になると大いに期待しております。 

なお、今回の答申については、来年予定される国の告示をもって正式に国宝に指定される運

びとなります。 

 

■遠軽地区都市再生整備計画鉄道広場整備事業中止について 

 遠軽地区都市再生整備計画において令和５年度、令和６年度に整備を予定しておりました鉄

道広場整備事業につきましては、西町駐車場に瞰望岩下公園に設置しているＳＬ、ラッセル及

びＪＲ遠軽駅裏に設置されている、旧国鉄時代に使用していた転車台を移設し、展示する事業

でありますが、このたび、事業を中止することとしましたのでご報告します。 

中止の理由につきましては、昨年度行った実施設計の内容について、地域住民への説明を行

う中で、事業内容への疑義や生活環境の変化に対する不安などのご意見をいただいており、令

和６年度までの計画期間において調整が難しいと判断したことによります。 

当該事業への町民の皆様からの意見聴取に当たりましては、平成２９年度から平成３０年度

にかけて遠軽地区都市再生整備計画を策定する段階において、関係団体への説明会の開催や町

民意見募集手続きなどを行ってまいりましたが、実施設計の段階において地域住民の皆様から

のご意見をいただく場の設定が不十分であったことが、このような事態に至った要因と重く受

け止めています。謹んでお詫びを申し上げます。 

 

■遠軽地区都市再生整備計画まちなかイルミネーション整備事業について 

 まちなかイルミネーション整備事業につきましては、中心市街地に賑わいと明るさを創出す

るため、商店街の街路や建物等に明かりの演出を行う事業であります。 

 令和４年度に実施しました日本キリスト教会遠軽教会のライトアップ工事が１１月で完了し

ましたので、１２月１５日木曜日の午後５時に点灯式を執り行います。 



 

 遠軽教会は大正１１年に会堂が建築され、昭和６年に会堂が焼失し、同年に再建されたのが

現在の建物となります。北海道家庭学校の礼拝堂と並び遠軽町の歴史的建築物の１つであり、

ライトアップをすることで、観光スポットとしてまちなかの人流と賑わいが生まれると期待し

ております。 

 

■第３７回湧別原野オホーツククロスカントリースキー大会について 

 本大会につきましては、本町と湧別町にまたがる湧別原野を舞台に、個人種目としては国内

最長の８０キロから、初心者や小さなお子様でも参加が可能な５キロまでの個人６種目と、９

５キロのスキー駅伝、合計７コースを整備し、２月２６日に開催いたします。 

前回と前々回は、新型コロナウイルス感染症の影響により、さらにその前の大会も雪不足に

より中止となったため、４年ぶりの開催となります。 

申し込みは、すでに１２月１日から始まり、年明けの１月２０日までとなっており、各個人

種目とも、中学生以下は参加料が無料となっておりますので、多くの皆様方のご参加をお待ち

しております。 

 

■令和４年第９回遠軽町議会（定例会）に提出する案件から 

 補正予算に関する主なものについて４点ご説明いたします。 

（１）「医療機関・社会福祉サービス提供事業所等新型コロナウイルス感染症対策支援事業」に

ついて 

 新型コロナウイルスの影響による継続的な感染防止対策に係る感染症防護用品の購入費用

等、そして燃料価格の高騰の影響を受けながらもサービスの安定的な提供のために必要な、か

かり増し経費の支援として、町内の医療及び福祉の事業所等に対して、遠軽町医療機関・社会

福祉サービス提供事業所等新型コロナウイルス感染症対策支援金 ２６，８２５千円を予算計

上しております。 

対象となる事業所等は、病院、医科診療所、歯科診療所、調剤薬局、紋別保健所に届出のあ

る鍼灸・整骨院等、介護サービス提供事業所、障害者（児）サービス提供事業所、児童福祉施

設となります。 

 支援金の額は、事業所の職員の人数に応じて５万円から１００万円を、また病床を有する病

院は病床数に２万５千円を乗じて得た額を加算して給付いたします。 

（２）「医療機関・社会福祉サービス提供事業所等食材費高騰対策支援事業」について 

 物価高騰にある中で、医療及び社会福祉施設等が利用者負担を増やすことなく栄養バランス

を保った食事を提供できるよう、町内の医療及び福祉の事業所等に対して、遠軽町医療機関・

社会福祉サービス提供事業所等食材費高騰対策支援金 １９，１２２千円を予算計上しており

ます。 

対象となる事業所等は、有床の病院、介護サービス・障害者（児）サービス提供事業所・児

童福祉施設等で、食費の値上げを実施することなく食事を提供する事業所となります。 

 支援金の額は、定員やベッド数を基礎に1食当たりの単価に上昇率５％を乗じて得た差額を

給付いたします。 

（３）「高齢者世帯等生活助成事業」について 

 本事業は、物価高騰や新型コロナウイルス感染症に伴い、特に大きな影響を受けている低所

得世帯の経済的負担を軽減するために、高齢者世帯等生活助成金を助成するものであります。

１世帯あたり１万２千円を助成いたします。 

 対象となる世帯は、市町村民税非課税世帯で、世帯主が満７０歳以上の高齢者、重度身体障

害者、知的・精神障害者及び、１８歳に達する日の属する年度末までの子を持つひとり親世帯

などとなり、対象世帯数を２，６５８世帯と見込み３１，８９６千円を予算計上しておりま

す。 



 

（４）「原油価格高騰対策営農支援金支給事業」について 

 コロナ禍における物価高・原油価格高騰対策として、経営を圧迫されている農業者に対し、

支援金を支給することで、営農継続の支援を図るため、２０，０００千円を予算計上しており

ます。 

 対象は、遠軽町内に住所を有し、農業経営を継続している農業者で、免税軽油使用者証の交

付を受けており、かつ、その交付数量が１千リットル以上の方となります。 

 また、支援金の額は、免税軽油の年間使用予定数量に応じて、１０万円から５０万円を上限

として段階的に支援金を支給いたします。 


